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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 眼部帯状ヘルペスに合併する角膜炎において，角膜組

織にウイルスの存在が証明されたのはごく最近のことで

あり，蛍光抗体法，’培養法などを用いたわずかの報告が

あるに過ぎない．単純ヘルペス角膜炎では角膜組織から

電病的にウイルス粒子が証明されているが，帯状ヘルペ

スではまだ認められていない。

 ネガティブ染色法を用い，電子顕微鏡によって帯状ヘ

ルペス角膜炎からウイルス粒子を検出し，角膜へのウイ

ルス侵襲に更にもう1つの確証を与えることを試みた．

また併せてこの方法の臨床例における病因的診断への応

用が可能か否かを検討し，蛍光抗体法との比較を試み

た．

 研究方法

 1）対象は昭和48年5月から50年3月までの間に，東

京女子医科大学眼科外来を訪れた眼部帯状ヘルペス患者

12例である．

 2）臨床所見と経過は，細隙灯顕微鏡で追跡し，必要

に応じて写真記録をおこなった．

 3） 角膜病巣および皮疹からの擦過物を少量の生理的

食塩水中にとり検査材料とした．ネガティブ染色法によ

る電顕的検査には皮膚からの材料はそのまま，また角膜

からのものは凍結融解をくり返した後に次の処理を行な

った．すなわち，炭素でコートしたコロジオン膜を張っ

たメッシュの中央に材料を滴下する．乾燥，洗浄の後，

1％燐タングステン酸で染色し，HU－12A型，11D型

日立電子顕微鏡を用いて観察した．

 蛍光抗体法には，帯状ヘルペス患者回復期血清から得

た抗体に色素をラペルし，直接法によった．

 研究結果

 角膜上皮山内の病変を示した5例中2例の角膜擦過物

干からウイルス粒子が観察された．並行して行なった蛍

光抗体法では，帯状ヘルペス抗源が陽性であり，単純ヘ

ルペスに対しては陰性であった．Capsidの直径は118～

133mμ，形状は六角形または球形であった． Envelope

の直径は244～268mμであった．

 皮疹の擦過物をしらべた10例では，全例においてウィ

ルス粒子が検出された．そのCapsidの直径はgo～125

mμ，Enve1・peは170～230mμであった．角膜からの

粒子の方が僅かであるが，大きく計測された．しかし形

態上には本質的な差はなく，いずれもヘルペス群に共通

した特徴を示していた．因みに，単純ヘルペス角膜炎

の角膜擦過物から得られた粒子のCapsidの直径は平均

111mμ， Envelopeは241mμであった．

 角膜材料から粒子が証明される率は，皮疹からの材料

に比べて遙かに低い．これは皮疹の小疸内容に含まれる

遊離したウイルス粒子を見るのには本法がすぐれている

が，細胞内の粒子の検出にはやや不利であるためと思わ

れた．

 以上のごとく，帯状ヘルペス角膜炎の角膜擦過物内に

ウイルス粒子が存在し，本症の角膜上皮内に直接的なウ

イルスの侵襲があることが電顕的に確認された．これは

最初の報告である．しかしネガティブ染色による電顕的

観察法は，本症角膜炎の病因的診断への応用という見地
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からは，余り高い価値をもつているとはいえないと考えた．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は眼部帯状ヘルペスに合併する角膜炎において，角膜病巣擦過物から電子顕微鏡的にウイルス粒

子を証明したものであり，角膜上皮内に直接的なウイルスの侵襲のあることを示した学術上価値ある研究

であることを認める．
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